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7/1（日）in 日高川町；川辺西小学校 同体育館（全体会） HP 和歌山県母親大会 

日高川町農村環境改善センター 

第 63回和歌山県母親大会県実行委員会を立ち上げました 

2222 月月月月 17171717 日日日日（日）（日）（日）（日）に会議を開催し、前半は第四回全県代表者会として、昨年のに会議を開催し、前半は第四回全県代表者会として、昨年のに会議を開催し、前半は第四回全県代表者会として、昨年のに会議を開催し、前半は第四回全県代表者会として、昨年の 12.812.812.812.8

女性・母親平和行動について総括し、女性・母親平和行動について総括し、女性・母親平和行動について総括し、女性・母親平和行動について総括し、3.83.83.83.8 国際女性デーの取組みや原発ゼロ集会につ国際女性デーの取組みや原発ゼロ集会につ国際女性デーの取組みや原発ゼロ集会につ国際女性デーの取組みや原発ゼロ集会につ

いて話し合いました。いて話し合いました。いて話し合いました。いて話し合いました。女性は女性は女性は女性は平和・人権・くらしの守り手として平和・人権・くらしの守り手として平和・人権・くらしの守り手として平和・人権・くらしの守り手として力強く力強く力強く力強く歩歩歩歩んでいまんでいまんでいまんでいます。す。す。す。    

後半は、後半は、後半は、後半は、第一回県実行委員会第一回県実行委員会第一回県実行委員会第一回県実行委員会に切り替え、に切り替え、に切り替え、に切り替え、「第六三回和歌山県母親大会の開催にあた「第六三回和歌山県母親大会の開催にあた「第六三回和歌山県母親大会の開催にあた「第六三回和歌山県母親大会の開催にあた

って」って」って」って」（裏面に掲載））（裏面に掲載））（裏面に掲載））（裏面に掲載））が確認され、が確認され、が確認され、が確認され、大会大会大会大会本部役員９名が承認されました。本部役員９名が承認されました。本部役員９名が承認されました。本部役員９名が承認されました。すでに立ちすでに立ちすでに立ちすでに立ち

上げ上げ上げ上げられられられられているているているている現地現地現地現地((((日高日高日高日高))))実行委員会の実行委員長と事務局長も紹介さ実行委員会の実行委員長と事務局長も紹介さ実行委員会の実行委員長と事務局長も紹介さ実行委員会の実行委員長と事務局長も紹介されました。れました。れました。れました。    

県実行委員として、各郡市母連、各加盟団体から県実行委員として、各郡市母連、各加盟団体から県実行委員として、各郡市母連、各加盟団体から県実行委員として、各郡市母連、各加盟団体から    

担当者が出席してくれました担当者が出席してくれました担当者が出席してくれました担当者が出席してくれました。。。。但し、但し、但し、但し、団体によって団体によって団体によって団体によって    

はははは４月４月４月４月のののの年度初めに年度初めに年度初めに年度初めに実行委員が実行委員が実行委員が実行委員が交替す交替す交替す交替する場合もありる場合もありる場合もありる場合もあり    

ます。県役員も新たにます。県役員も新たにます。県役員も新たにます。県役員も新たに追加推薦追加推薦追加推薦追加推薦をして、全県代表者をして、全県代表者をして、全県代表者をして、全県代表者    

会・実行委員会の承認を得会・実行委員会の承認を得会・実行委員会の承認を得会・実行委員会の承認を得たいと思たいと思たいと思たいと思ってってってっています。います。います。います。    

    

第 51 回近畿ブロック母親運動学習会 京都市で開催される 

    ２月３日２月３日２月３日２月３日((((土土土土))))～４日～４日～４日～４日((((日日日日))))、京都教育文化センターを会場にして開催され、和歌山県、京都教育文化センターを会場にして開催され、和歌山県、京都教育文化センターを会場にして開催され、和歌山県、京都教育文化センターを会場にして開催され、和歌山県

からはからはからはからは 22222222 名が参加しました。名が参加しました。名が参加しました。名が参加しました。３日は３日は３日は３日は「「「「食、平和、社会保障、教育、原発、母親運動」」」」

のののの分科会に分かれて分科会に分かれて分科会に分かれて分科会に分かれて学習と学習と学習と学習と討議討議討議討議をしました。和歌山をしました。和歌山をしました。和歌山をしました。和歌山は「平和」の分科会を担当し、和は「平和」の分科会を担当し、和は「平和」の分科会を担当し、和は「平和」の分科会を担当し、和

歌山合同法律事務所の芝野友樹歌山合同法律事務所の芝野友樹歌山合同法律事務所の芝野友樹歌山合同法律事務所の芝野友樹氏氏氏氏にににに助言をお願いし、「助言をお願いし、「助言をお願いし、「助言をお願いし、「９９９９条改憲条改憲条改憲条改憲 NO!NO!NO!NO!～～～～平和平和平和平和はははは人権人権人権人権のののの

源源源源～～～～」と題して話し合いました。芝野氏は、自民党改憲草案の反民主主義的な内容や」と題して話し合いました。芝野氏は、自民党改憲草案の反民主主義的な内容や」と題して話し合いました。芝野氏は、自民党改憲草案の反民主主義的な内容や」と題して話し合いました。芝野氏は、自民党改憲草案の反民主主義的な内容や

安倍９条改憲の危険な狙いについて、丁寧に説明して下さいました。話し合い安倍９条改憲の危険な狙いについて、丁寧に説明して下さいました。話し合い安倍９条改憲の危険な狙いについて、丁寧に説明して下さいました。話し合い安倍９条改憲の危険な狙いについて、丁寧に説明して下さいました。話し合いはははは 3000300030003000

万署名の各地の取り組みに広がり、まだまだ広がりが不十分万署名の各地の取り組みに広がり、まだまだ広がりが不十分万署名の各地の取り組みに広がり、まだまだ広がりが不十分万署名の各地の取り組みに広がり、まだまだ広がりが不十分でででで、「どう取り組めば…。」、「どう取り組めば…。」、「どう取り組めば…。」、「どう取り組めば…。」

と言った苦労や悩みが出されましたと言った苦労や悩みが出されましたと言った苦労や悩みが出されましたと言った苦労や悩みが出されました。その中で。その中で。その中で。その中で、、、、和歌山の参加者からの「はがき行動和歌山の参加者からの「はがき行動和歌山の参加者からの「はがき行動和歌山の参加者からの「はがき行動

や市民アクションの取組み」紹介に関心が集まりや市民アクションの取組み」紹介に関心が集まりや市民アクションの取組み」紹介に関心が集まりや市民アクションの取組み」紹介に関心が集まり、、、、質問や賛同の声が起こりました。質問や賛同の声が起こりました。質問や賛同の声が起こりました。質問や賛同の声が起こりました。

「９条改憲はだめ「９条改憲はだめ「９条改憲はだめ「９条改憲はだめ！戦争しない日本を」の世論を！戦争しない日本を」の世論を！戦争しない日本を」の世論を！戦争しない日本を」の世論を大いに広げ大いに広げ大いに広げ大いに広げようと確認し合いました。ようと確認し合いました。ようと確認し合いました。ようと確認し合いました。    

    ４日は全体会。男性合唱「うた４日は全体会。男性合唱「うた４日は全体会。男性合唱「うた４日は全体会。男性合唱「うた草」草」草」草」のののの平和の歌声で始まり、講演は平和の歌声で始まり、講演は平和の歌声で始まり、講演は平和の歌声で始まり、講演は、、、、私学現私学現私学現私学現役の先役の先役の先役の先    

生生生生の「の「の「の「歴史に学び、未来にいかそう～憲法９条変えさせない～」と題したお話」と題したお話」と題したお話」と題したお話でした。でした。でした。でした。

生命を生みだす母親は 

生命を育て 

生命を守ることをのぞみます 
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第 64 回日本母親大会 in 高知 

＊日 時 2018.8.25～26 

＊開催地 高知市内 

 高知県で開催されるのは初で

す。現地の運動を励ます意味で

も、多くの参加をお願いします。 



社社社社会科教会科教会科教会科教師師師師ののののＵＵＵＵ・・・・ＨＨＨＨ氏は氏は氏は氏は、、、、焦点焦点焦点焦点がががが当当当当たるたるたるたることのことのことのことの少少少少なかったなかったなかったなかった戦争戦争戦争戦争孤児孤児孤児孤児のののの戦後を戦後を戦後を戦後を丁寧丁寧丁寧丁寧にににに調調調調

べべべべ、ついに、ついに、ついに、ついにＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫにも取り上げさにも取り上げさにも取り上げさにも取り上げさせせせせたり、たり、たり、たり、慰慰慰慰安安安安婦婦婦婦問題も取り上げた問題も取り上げた問題も取り上げた問題も取り上げた歴史歴史歴史歴史教科教科教科教科書書書書をををを作成作成作成作成

しししし検定検定検定検定をををを合合合合格格格格(奇跡に近い)ささささせせせせるなど、るなど、るなど、るなど、憲法に憲法に憲法に憲法に基づ基づ基づ基づくくくく平和と平和と平和と平和と真真真真の教育をめの教育をめの教育をめの教育をめざざざざしたしたしたした精精精精力力力力

的な的な的な的な活活活活動動動動や実や実や実や実践践践践を、を、を、を、ユユユユーーーーモモモモアたっアたっアたっアたっぷぷぷぷりに、そしてりに、そしてりに、そしてりに、そして熱熱熱熱く、話してく、話してく、話してく、話して下さい下さい下さい下さいました。ました。ました。ました。    

    各各各各府府府府県県県県交交交交流流流流では、では、では、では、有田有田有田有田母連事務局長母連事務局長母連事務局長母連事務局長が「が「が「が「有田有田有田有田地地地地方方方方のののの公公公公立立立立病院病院病院病院にににに産産産産科科科科設置設置設置設置を」とを」とを」とを」と女性女性女性女性    

が声をが声をが声をが声を挙挙挙挙げげげげ、、、、多多多多くの人とくの人とくの人とくの人と協協協協力し力し力し力し実現できたことを原実現できたことを原実現できたことを原実現できたことを原稿稿稿稿なしで発言してくれました。なしで発言してくれました。なしで発言してくれました。なしで発言してくれました。    

    

    

    

    

    

        

    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

県母親大会開催にあたっての確認事項 

＊＊＊＊大会実行委員会は大会大会実行委員会は大会大会実行委員会は大会大会実行委員会は大会ごごごごとに新たに立ち上げ、確認事とに新たに立ち上げ、確認事とに新たに立ち上げ、確認事とに新たに立ち上げ、確認事項項項項もその都度確認しています。もその都度確認しています。もその都度確認しています。もその都度確認しています。    
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の

終
了

後
は

、
和

歌
山

県
母

親
大

会
連

絡
会

と
し

て
、

 

「
宣

言
」
「

決
議

｣
｢
申

し
合

わ
せ

｣
に

も
と

づ
い

て
運

動
を

す
す

め
ま

す
。
    

二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日

二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日

二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日

二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
六
三
回
和
歌
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

第
六
三
回
和
歌
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

第
六
三
回
和
歌
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

第
六
三
回
和
歌
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
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